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１ はじめに：知られざる敵性外国人
オーストラリアにおける日本人の歴史
において, 最も記憶に残る出来事の一つ
にカウラ事件がある｡ カウラ事件とは,
第２次世界大戦中, 1944年８月５日, オー
ストラリアのニューサウスウェールズ州
のカウラ (Cowra) (地図１) に収容さ
れていた日本兵の捕虜1104名 (POW /
Prisoners of War) が, カウラ収容所か
らの脱走を試みて多数の死者を出した事
件である｡ ｢生きて虜囚の辱めを受けず,
死して罪過の汚名を残すこと勿れ｣ とい
う戦陣訓に縛られていた日本人捕虜たち
が, トイレットペーパーを使って暴動の
賛否を問う投票を行い, ナイフやフォークを手に, 名誉のための ｢死の大脱走｣ を試みたと
いう衝撃的なストーリーは, オーストラリアのみならず (Apthorpe 2008, Bullard 2006,
Clarke 1965, Gordon 1978 など), 近年のドラマ化により日本においても知られる史実と
なった (日本テレビ 2008)｡ 今も鉄条網などが散在するカウラ捕虜収容所跡近くに, 日豪
の平和の礎として日本人戦没者墓地が整備されており, 日本人とオーストラリア人の犠牲者
たちがここに共に眠っている｡
その注目度に比べると, 1941年12月８日の開戦により, オーストラリアに居住していた日
本人 (1141人) のみならず, オランダ領インド諸島 (現インドネシア), ニューカレドニア,
ニューヘブリデス諸島 (現バヌアツ) などから ｢日本人や日系人｣1) (3160人) が, 敵性外国
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1) 永田 (2002, p. 14) によると ｢その中には約六〇〇人の台湾人が ｢日本人｣ として含まれていた｡
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地図１：オーストラリアの日本人収容所
（タツラ，ヘイ，ラブデー）
人として, タツラ (Tatura), ヘイ (Hay), ラブデー (Loveday) の強制収容所 (地図１)
に送られたことは, オーストラリアにおいても日本においても, あまり知られていない｡ こ
れは, 同時期, 英国のマン島に ｢敵性外国人｣ として強制収容された日本人が忘れられてい
る状況と酷似している (金本 2016)｡ 移民としての日本人・日系人のストーリーを歴史的
アーカイブとして積極的に記録することにより国のヒストリーに紡ごうとしてきたアメリカ
やブラジルの日本人・日系人2)とは, かなり趣を異にしている｡
この研究は, オーストラリアからも日本からも ｢知られざる｣ 日本人・日系人の歴史の１
コマを埋める作業を試みるものである｡ タツラ灌漑用水・戦時強制収容所博物館 (Tatura
Irrigation & Wartime Camps Museum) が所有する ｢タツラにおける第２次世界大戦時強制
収容所コレクション (Tatura World War II Wartime Camps Collection)｣ に残されていた一冊
の私家版の本3) ( James Sullivan (2006) “Beyond all hate : A wartime story of a Japanese intern-
ment camp19411946 : No 4 Internment camp, Zeglin Road, Rushworth Victoria, Australia”) の
記録から, オーストリア人の目に映った日本人・日系人に考察を与える｡ まずは, 本稿にお
いては, オーストラリアの強制収容政策におけるタツラ収容所とその看守であったジェーム
ズ・サリバン氏 (出版時は少佐) に関しての考察を進め, 次号において, タツラ収容所の日
本人・日系人たちの生活を明らかにする｡
２ オーストラリアにおける日本人移民の歴史
オーストラリア連邦が1901年 (明治34年) に成立した時には, オーストラリアにはすでに
3602人の日本人がいた｡ この多数が, 木曜島, ダーウィン, ブルームで真珠貝採取に携わる
者たちか, クイーンズランドで働くサトウキビ契約労働者であった (永田 2002)｡ 和歌山
県, 広島県, 山口県, 熊本県の農漁村の出身者が多く, 北米 (ハワイ, アメリカやカナダな
ど) や南米 (ブラジル, ペルー, アルゼンチンなど) の日本人移民たちの動向と同じで, 一
獲千金を夢見て故郷へ錦を飾ろうとするデカセギ労働者であった (金本 2009)｡ しかしな
がら, オーストラリアの白豪主義政策によって, 1901年以降からは, 理由のいかんにかかわ
らず, 日本人移民の永住は認められなくなった｡ 北米・南米でみられた ｢呼び寄せ｣ ｢写真
花嫁｣ ｢構成家族｣ のような日本人移民の波が続くことはなく, 日本人の移民は制限された｡
この白豪主義政策により, オーストラリア人所有の真珠貝採取会社は, 技術力の高い日本
人ダイバーの確保が難しくなり経営困難に陥ることになる｡ 白人経営者は, 事業の放棄かオ
ランダ領への移転を検討すると政府を警告し, オーストラリア政府は, 日本人を移民制限法
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朝鮮人も ｢日本人｣ として捕らえられていたが, 彼らは日本名を使っていたため, その数は判明して
いない (当時, 台湾, 朝鮮は日本の植民地だった)｡｣
2) 例えば, アメリカのロサンゼルスにある Japanese American National Museum (全米日系人博物館)
やブラジルのサンパウロにある Museu 	da 
	Japonesa no Brasil (ブラジル日本移民
史料館) などがある｡
3) 私家版として50部しか印刷されておらず, 現在は絶版となっており, 入手が困難な状況にある｡
の適用対象から外されることとなった｡ 一方, 日本人のサトウキビの契約労働者は, 当時,
減少しつつあるカナカ人4)の労働力の埋め合わせに, 大規模な農場や製糖工場で働いていた｡
しかしながら, 日本人は非白人の中では賃金の高い労働者であったことから, より安い労働
力を求める経営者からは敬遠され，その数は減少の一途をたどっていった｡
1935年 (昭和10年) の資料によると, オセアニア地区に居住する日本人は, 3072人で, オー
ストラリアで外国人登録をした日本人の数は1175人であった (永田 2002)｡ 日米開戦前に
商社の社員とその家族が引き揚げ船に乗って帰国するが, 契約労働者と永住者とその子孫で
ある約1100人は, 敵性外国人として強制収容された｡
３ オーストラリアにおける ｢敵性外国人｣
第２次世界大戦におけるオーストラリア政府の強制収容政策は, 英国政府と歩調をあわせ
たもので, ｢敵性外国人の一斉拘束は必要ない｣ というものであった (永田 2002)｡ これは,
戦場がヨーロッパであったことから国内に危機感が薄かったことや, 英国同様に収容人数を
抑えて経費を最小限に抑制しようする政府の意図が働いたことに起因すると推察されている｡
しかし, 日露戦争後, 南進政策をとろうとする日本に対しての警戒心が強くなり, ｢日本人｣
はオーストラリアの国防を脅かす存在と認識されるようになり, 敵性外国人として強制収容
されることになる｡ 永田 (2002, p 53) および Sullivan (2006, p. 28) によると, オーストラ
リア政府は, 日本人は祖国愛が強いこと, ｢白豪主義｣ のオーストラリアに同化していない
こと, 日本人を強制収容しなければ国民からの批判は免れないこと，などの理由から, 日本
との開戦前に強制収容政策に以下の５項目の方針を立てた｡ (日本語は永田の分類によるも
ので, 英語は Sullivan の分類に相当する項目と照合した｡)
(１) オーストラリア国内および委任当時領内の日本人で, 外交及び領事特権を持つ者を
除く16歳以上の者すべてを強制収容すること｡
・All Japanese male over the age of 16 years were to be interned.
(２) 日本人女性は国外退去になるまで, 全員強制収容すること｡
・Women would be transferred out of the country.
(３) 安全保障上拘留が必要とされる者を除き, 日本との間に抑留者交換交渉を持つこと｡
・There would be an exchange of internees with Japan.
(４) 自由フランス運動の要請がある場合, ニューカレドニアからの日本人抑留者を受け
入れること｡ ギルバート及びエリス諸島植民地, 英国ソロモン諸島保護領及びニュー
ヘブリデス諸島からも同様に受け入れること｡
(５) 16歳から19歳までの者, 65歳以上の高齢者及び女性には, 成人男性とは別の収容施
設を用意すること｡
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4) 南洋諸島の先住民｡ オーストラリアに連れてこられた非白人の農業労働者｡
・There would be separate accommodations for internees between the age 16 years and
19 years.
・There would be separate accommodations for internees over 65 years.
・There would be separate accommodations for women whose male relatives have been
interned.
日本との開戦後, この方針に基づき, 1941年12月８日, 日本軍が英国の植民地だったマレー
半島と米国領ハワイ真珠湾への攻撃を開始後, オーストラリアおよびその統治領にいた日本
人は, 一斉に拘束された｡ その多くは, 木曜島, ダーウィン, ブルームなどで真珠ダイバー
として働く日本人やサトウキビのプランテーションで働く契約労働者やコック, 商店主, 洗
濯屋などであった｡
４ タツラ収容所
メルボルンから車で内陸部に約３時間のところにあるタツラやラッシュワース
(Rushworth) に強制収容所が７箇所に建設された｡ POWや敵性外国人のための収容所は,
強い構造をもった岩盤で, 脱走用のトンネルを掘るのが難しいという地政学的な条件が整わ
なければならなかったが, タツラやラッシュワースはこれらの条件を満たしていた
(Sullivan 2006, Tatura Irrigation and Wartime Camps Museum 2017)｡
建設された７つの収容所のうち３つはドイツ兵やイタリア兵の POWのためのもので, 残
りの４つは非戦闘員収容者のためのものであった｡ そのうちの第 1・2キャンプはタツラに,
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図１：収容所内の建物の配置
（出典：航空写真は，タツラ灌漑用水・戦時強制収容所博物館提供。
右の配置図は，Sullivan (2006), p. 47 より抜粋)
第 3・4 キャンプはラッシュワースに建設された｡ それぞれのキャンプの収容人数は約1,000
人で, 第 1・2 キャンプには主にドイツ人とイタリア人の独身男性が, 第３キャンプには主
にドイツ人家族が, そして第４キャンプには日本人家族が収容された (Knee 2013, Tatura
Irrigation and Wartime Camps Museum 2017)｡
第４キャンプが建設された土地は緩やかな傾斜のある平原で, 三方に見張り用の塔 (図２)
が立てられ, 全体を監視できるような地形にあった｡ 収容所内の構図は, 図１のようになっ
ていた｡ 外周に鉄条網が張り巡らされており, 敷地内を横切る大通りが十字に整備され, Ａ・
Ｂ・Ｃ・Ｄの４つのセクションに仕切られていた｡ それぞれのセクションには, 住居棟, 浴
室等, トイレ等 (男女別), 食堂, キッチン, レクリエーション・ルーム, 学校, テニスコー
トなどが, 配置されていた｡ 看守役であるオーストラリア兵たちの入居棟などの施設は, こ
の敷地外に建設されており, 現在も残っている建物は, そのまま現地のコミュニティの活動
に使用されている (写真 5・6)｡
筆者が2017年３月にタツラ収容所第４キャンプ跡
地を訪問した折の状況は, 写真１６のとおりであ
る｡ 収容所の建物はすべて朽ちていたが, 鉄条網は
そのまま残されたままでさび付いていた｡ 敷地内は
ユーカリが繁茂しており, その間をカンガルーが数
匹横切っていくような, たいへんのどかなところで
あった｡ 現在は, タツラ在住の酪農家に借地として
貸し出されている｡ 筆者はこの土地の借主に収容所
跡地を案内してもらったのであるが, 元収容者たち
が収容所跡に再会できたことを記念とするプレート
(写真４) に込められた喜びの気持ちを考えると,
第４キャンプ跡地はしばらくこのままにするつもり
だと胸の内を語ってくれた｡
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図２：見張り台
（出典：Sullivan (2006), p. 67)
写真１：タツラ収容所跡に残る鉄条網
（2017年３月筆者撮影）
写真２：タツラ収容所のトイレ跡（？)
（2017年３月筆者撮影）
５ タツラ収容所看守サリバンのまなざし
1943年夏から1946年春まで, タツラ収容所第４キャ
ンプの看守であったサリバン (写真７) はもともと第
39歩兵大隊の兵卒であったが, 日本軍との激戦地であっ
たニューギニアの前線で負傷し, タツラ収容所第４キャ
ンプに転属させられることとなる｡ 彼は, 戦後50年以
上も経ってから, “Beyond all hate : A wartime story of
a Japanese internment camp19411946 : No 4 Internment
camp, Zeglin Road, Rushworth Victoria, Australia.” と
いうタイトルの回顧録とでもいうべき一冊の本を自費
出版した｡ その内容は多岐にわたるが, 戦争を挟んで
抑留者と看守という立場にあった人々 日本人のみ
ならず, 台湾人やインドネシア人の元抑留者 との
再会をとおして和解の道を歩んだ記録も含まれている｡
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写真３：タツラ収容所の建物跡
(2017年３月筆者撮影)
写真４：収容者たちのリユニオン記念プレート
(2017年３月筆者撮影）
写真５：メモリアル・ホール
(2017年３月筆者撮影)
写真６：メモリアル・ホール内部
(2017年３月筆者撮影)
写真７：James Sullivan氏
(第４キャンプにて1944年に撮影)
サリバンは, 前線で負傷しているとはいえ, タツラ収容所勤務命令に対して当惑気味であっ
たようである｡ 当時, 彼は22～23歳であったことから鑑みても, オーストラリアの内陸部
(メルボルンから車で約３時間) での収容所を管理する仕事は, 魅力的な任務ではなかった
と推察される｡
【収容所任務命令】
……That afternoon I was told I had been posted to an internment camp. My reaction? I
asked, “What is that?” I had not heard of such a unit. “What are its duties? What does it
do?” The next day I found myself on a journey that was to change my life…… (Sullivan
2006, p. 6)
｢……この日の午後に収容所勤務を命じられた｡ 私のリアクションはどうだったのか？
私は問うた｡『なんだって？』そのような部隊は聞いたことがなかった｡『どんな任務
なんだ？何をするんだ？』次の日, 私は自分の人生を変えてしまう人生行路にあるこ
とに気が付いた……｣ (日本語訳は筆者)
タツラ収容所に配属直後, サリバンはドイツ人が収容されている第１キャンプに配属され
るが, 軍人生活の最後の任務が強制収容所の管理であることに落胆していた｡ ドイツ人のキャ
ンプの日常でおこる様々な問題に直面していく｡
【タツラ収容所第１キャンプ到着直後】
……Arriving late that night at No 1 Camp, the orderly officer gave a lengthy run down of
what life was all about there. It was an internment camp full of German men － spies,
Nazis. You name them, they were there. “What have I done to deserve this?” I wondered.
There were no young officers. All present appeared to be reserve officers (called to mili-
tary duty again) from World War I with rows of ribbons (me with none) and all were very
nice and sympathetic to me. In those quiet moments of internment camp life, I asked
myself why was I to finish my military career in such a place?…… (Sullivan 2006, p. 6－
7)
｢……夜遅く第１キャンプに到着した後, 当直の士官が, ここでの生活のすべてにつ
いて長い話をしてくれた｡ このキャンプは, スパイやナチスなどのドイツ人男性が大
勢収容されている収容所だった｡ 何か名前を挙げてみれば, 彼らは必ずキャンプ内に
いた｡ 私は『どこにこの任務の価値があるのか？』と驚嘆した｡ 若い士官は一人もい
なかった｡ ここにいる士官のみんなは, 第１次世界大戦の予備役将校たちで再び軍務
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に呼ばれた者で, 私が一つも持っていない綬章を何列にも並べていた｡ 彼らはとても
いい人たちで, 私に対して同情的であった｡ 収容所生活のこの静かな一時に, 私は自
分になぜ私はこのような場所で軍人生活を終えなければならないのか, 自問自答して
いた……｣ (日本語訳は筆者)
【ドイツ人収容所での出来事】
…… My sergeant, an ex-WWI soldier and a wild Irishman who literally hated Germans,
went to the gate. He reported back that there was trouble in the kitchen. I should go and
find out what the noise was about. The sergeant and I entered the compound with a guard
escort. There was trouble alright… a person who was a very difficult man to get along with
at the best of times was yelling as I entered the kitchen. Seeing me, he threatened me
with a knife and, being new to the game, I thought what do I do? “Life or death!” I yelled
quickly, loudly and clearly with my revolver pointing in his direction. “Drop it or I will
shoot you.” …… (Sullivan 2006, p. 7)
｢……私の軍曹は, 第１次世界大戦のベテランでドイツ人を文字通り嫌っている気性
の荒いアイルランド人であるが, 彼が門に向かって歩いていた｡ 彼が食堂でもめ事が
起きているとの報告をしてきた｡ 私は騒音の原因を見つけなければならなかった｡ 私
と軍曹は, 護衛を引き連れて収容所内に入っていった｡ 私が食堂に入った時, いつも
みんなとうまくやれない気難しい男性が叫び声を発していた｡ 私を見るなり, 彼はナ
イフを持って私を脅してきた｡ そして, このような勝負になれない新参者の私は,
『生か死か』どうしたらいいのかと考えた｡ 私は, 私の拳銃を彼の方向に向けて, す
ぐさま大きくはっきりとした声で叫んだ｡『ナイフを置け｡ さもないとお前を撃つぞ』
……｣ (日本語訳は筆者)
サリバンは病気を理由に日本人の家族が収容されている第４キャンプに配属されることに
なる｡ しかしながら, 第４キャンプの任務は, 彼にとって, それほど魅力的なものではなかっ
た｡
【日本人収容所】
……Because of my health, I was later posted to Camp 4, a Japanese family camp. Another
new assignment! I was not impressed. There was still an element of bitterness in me. I
said to myself,“There is no progress in hate, only failures complain of the lack of oppor-
tunity…… (Sullivan 2006, p. 7)
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｢……病気なので, 後に私は日本人の家族が収容されている第４キャンプの任につく
ことになった｡ 新しい任務である｡ しかし, それは私に何の感銘ももたらさなかった｡
私の中には, 未だ恨みが残っていた｡ しかし, 私は,『憎しみは進歩することはない｡
敗北者のみが, 出世の好機がなかったと愚痴をこぼすのだ｡』と自問自答した……｣
(日本語訳は筆者)
第４キャンプで出会った人々に関しては, 国籍のみならず出自の文化などに対しても細か
い観察・分析がなされていた｡
【第４キャンプの人々】
……I came to understand many of these people (internees), their children and their fami-
lies. Most were interned not for any subversive activities, but because of their nationality.
Some were half-caste Japanese, Indonesian, Chinese, Australian and Aboriginal. The
majority had not been to Japan ; some were Australian citizens and were bitter against
Australian and Dutch authorities for their internment. They also realize that they were
lucky to be interned in Australia…… (Sullivan 2006, p. 8)
｢……私は収容者たちとその子供たちや家族が, どのような人々であるかを理解する
ようになった｡ 彼の大多数は, 彼らの破壊的行動によってではなく, 彼らの国籍によっ
て収容されてきたのであった｡ 日本人とのハーフ, インドネシア人, 中国人, オース
トラリア人やアボリジニもいた｡ その大多数は, 日本に行ったこともない者たちであっ
た｡ オーストラリア国籍を持っている者もいたし, 強制収容されたことでオーストラ
リアやオランダ政府に対して辛辣な者もいた｡ 彼らは, オーストラリアで収容された
ことは幸運であったという認識は持っていた……｣ (日本語訳は筆者)
サリバンは, 収容所での日本人の生活態度を目の当たりにして, 日本人に対する尊敬の念
を抱くようになってきたと思われる｡
【日本人・日系人収容者に対するまなざし】
……Camp 4 was not a prison camp, it was an internment camp. These internees had not
broken any laws. Some, though no fault of their own, was born of a nationality whose gov-
ernment chose a road of devastation and destruction for its nation－ they were its victims
…… It has been said Camp 4 was unique the only one of its kind in the world. Whether
this is correct or not, it certainly was unusual in the pervasive atmosphere of calm and
practical, imaginative co-operation that developed. I am proud I was one who served in
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Camp 4…… (Sullivan 2006, p. 8)
｢……第４キャンプは刑務所ではない｡ 収容所なのである｡ これらの収容者たちは,
法律を犯したわけでもない｡ 自分たちの落ち度もないにもかかわらず, 荒廃と破壊へ
の道を選択した国の国籍を持って生まれたにすぎない｡ 彼らは, その犠牲者である
……第４キャンプはたいへん珍しかった｡ 世界に一つしかない類のものであった｡ こ
れが正しいか間違っているかどうかわからないが, 独特であった｡ 穏やかで, 生活に
直結している機転の利いた協働が浸透している雰囲気があり, 他とは異なっていた｡
私は, 第４キャンプの勤務した者の一人であることを誇りに思っている……｣ (日本
語訳は筆者)
５ ま と め
筆者がタツラ収容所の日本人のことを知ったのは, 日本人 POWを収容していたカウラ捕
虜収容所跡を訪問した時のことである｡ その後, 日程の調節をして, 日帰りでタツラを訪問
した日のことを鮮明に覚えている｡ メルボルンから内陸部に向かう電車から見える風景は,
乾いた平たんな草原ばかりで, オーストラリアの沿岸部のさわやかさはどこにもなかった｡
タツラ灌漑用水・戦時強制収容所博物館 (Tatura Irrigation & Wartime Camps Museum) ま
でにたどり着くまでに, ペットボトル３本の水を飲みほしていた｡
本論文は, この博物館で出会った一冊の本から, 知られざるタツラ収容所の日本人に関す
る考察を与えようとするものである｡ 本論考においては, 日豪関係における歴史的な背景や
著者サリバンの個人史などを紐解くことを試みた｡ 次号の論考においてタツラ収容所の日本
人たちの生活を明らかにしていく｡
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Unknown Enemy Aliens :
Japanese Civilian Internees in the Tatura Internment Camp
Observed by an Australian Warder
TOYAMA (KANAMOTO) Itsuko
After the Pacific War broke out, Japanese civilians, not only in Australia but also in the Dutch
East Indies, New Caledonia, and the New Hebrides, were evacuated and sent to internment
camps (Tatura, Hay, and Loveday) in Australia. Interestingly, this tragic historical fact has
remained unknown to both Australians and Japanese due to their invisibility in the societies as a
result of the silence of the Japanese internees.
Fortunately, the author found a book on the Japanese civilian internees in the “World War II
Wartime Camps Collection,” which was written by an Australian warder at the Tatura Camp.
This paper explores the experiences of the Japanese civilian internees at the Tatura Camp from
an Australian warder’s perspective. Discussion will be made, in the first part, on the history of
Japanese migration to Australia, the plans of the internment camps, and the individual history of
the Australian warder, and in the second part, on the lives of the Japanese internees.
